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事例研究

■会社変革の好機到来！

障がい者の法定雇用率が来春 4月から2.0％

（現在1.8％）に引き上げられる。未達成が見込

まれる企業の人事担当者は今からその対応準備

に苦慮されているかもしれない。しかしながら

本稿著者は，障がい者雇用を法的な義務ととら

えて対応するのではなく，経営の質を根源的に

改良する絶好の機会ととらえるべきと説く。ど

ういうことなのか？　本稿ではその理由を独自

調査と6社の企業事例，そして実践報告を踏ま

えて説き明かしている。いずれの解説も現場の

ナマ情報に基づいているので，障がい者雇用が

経営者や人事担当者にとって重要な戦略テーマ

であることに理解が及ぶはずである。（編集部）
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経営人事戦略としての
「障がい者雇用」―6社のケース―

なぜ雇用を進めると経営の質が高まるのか

■経営人事面に大きな効用
障がい者雇用について経営的意味を理解する
なぜ障がい者雇用に成功すると経営の質が根源的に変わるのか
理由その１　経営者（リーダー）の本気度が伝わる
理由その２　健常者社員が変わる

事例1 理想的な障がい者雇用を進める「アニコム」
わが国の障がい者占有率と同率雇用を目指す
すでに高められていた同社の人間力
成功への確信ができた参加者の声
精神障がい者の雇用が増える
アニコム社の採用基準
小森社長の思う障がい者雇用の経営的意味
幸せそうな当事者へのインタビュー
ほぼすべての部門で障がい者雇用が進展

事例2 精神障がい者雇用日本一「富士ソフト企画」
最初の障がい者雇用に成功させることが大切
精神障がい者は人財の宝庫
圧巻の障がい者委託訓練事業
社員の強みを活かす組織風土醸成に貢献

事例3 完全なる戦力化に成功「エフピコ」
重度障がい者が基幹業務をこなす
全員正社員雇用を実現，資産家も誕生
どんな企業でも障がい者雇用はできる
企業経営にこそ障がい者雇用の活路がある
モチベーションが高められる健常者社員

事例4 障がい者がつくる企業文化「沖縄教育出版」
受給者を納税者に変えることが動機
諦めない企業文化
全員主役の感動創造企業
メダカの学校

事例5 「ミライロ」障がい者雇用の新機軸“バリアバリュー”
車イスの青年が興した学生ベンチャー
バリアフリーではなくバリアバリュー
実際に経済効果がもたらされた大阪の駅
バリアバリューの観点で事業をとらえ直す
垣内さんのスマホに刻まれた壮絶な覚悟

事例6 「佐伯電器 パーソナルアシスタント青空」農業を通した新しい働き方
脱下請けで福祉事業に進出
農業で障がい者の自立支援
全国展開できる一石三鳥の事業モデル

■ 障がい者雇用に成功するために
障がい者雇用によって企業経営にもたらされる効用
まず人づくりが重要
障がい者の力―実践編―
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